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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
暗
闇
の
中
か
ら
の
脱
出
－
太
陽
と
月
の
物
語
－

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
０
３
５
Ｓ

【
作
者
名
】

　
ア
サ
シ
ン
ク
ロ
ウ

【
あ
ら
す
じ
】

　
世
界
最
強
の
兵
器
『
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
（
Ｉ
Ｓ
）
』
。
男
女

の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
女
尊
男
卑
が
当
た
り
前
の
時
代
。
織
斑
一
夏
は
、

男
な
の
に
Ｉ
Ｓ
を
起
動
さ
せ
学
園
に
入
学
さ
せ
ら
れ
る
。

今
作
の
主
人
公
も
男
で
Ｉ
Ｓ
を
動
か
す
こ
と
に
成
功
し
た
橘
 

一
樹
は
あ
る
人

の
せ
い
で
Ｉ
Ｓ
学
園
に
入
学
す
る
。
だ
が
つ
ま
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
学
園
生

活
を
送
る
内
に
・
・
・
。
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原
作
ベ
ー
ス
で
い
き
ま
す
。
文
才
な
い
け
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
意
見
や

感
想
な
ど
、
今
後
の
励
み
、
参
考
に
す
る
の
で
ど
ん
ど
ん
お
願
い
し
ま
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

小
説
を
書
く
の
は
初
め
て
で
す
。

え
っ
と
、
で
は
ど
ー
ぞ
！
！
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プ
ロ
ロ
ー
グ

暗
い
・
・
・
。

い
つ
か
ら
此
処
に
い
る
ん
だ
っ
け
か
・
・
・
？

コ
コ

６
才
の
時
に
両
親
に
捨
て
ら
れ
、
研
究
者
の
玩
具
に
さ
れ
て
・
・
・
。

オ
モ
チ
ャ
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研
究
所
に
縛
ら
れ
る
人
生
だ
っ
た
。

そ
こ
で
い
ろ
ん
な
仕
事
を
し
て
き
た
。
い
ろ
ん
な
勉
強
を
し
て
き
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・

で
も
・
・
・
、
そ
ん
な
日
々
に
も
飽
き
た
な
ぁ
・
・
・
。

「
ん
？
」

Ｐ
Ｃ
に
メ
ー
ル
・
・
・
。
い
や
、
依
頼
か
・
・
・
。

「
今
度
の
依
頼
は
何
か
な
？
（
笑
）
」
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楽
し
げ
に
メ
ー
ル
を
開
く
。
さ
て
、
今
度
は
ど
ん
な
内
容
か
な
っ
と
。

「
な
に
な
に
？
・
・
・
了
解
」

や
っ
と
、
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
の
か
・
・
・
。
楽
し
み
だ
。

「
じ
ゃ
あ
、
手
始
め
に
・
・
・
。
」

そ
う
言
い
残
し
て
少
年
は
、
暗
闇
の
中
へ
消
え
て
い
く
・
・
・
。

こ
の
日
、
そ
の
研
究
所
と
そ
こ
に
い
た
人
が
す
べ
て
消
さ
れ
た
・
・
・
。



7

い
や
、
正
確
に
は
消
し
飛
ん
だ
と
言
う
べ
き
か
・
・
・
。

世
間
的
に
は
シ
ス
テ
ム
の
誤
作
動
に
よ
る
爆
発
事
故
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
が

そ
の
裏
で
１
５
才
の
少
年
と
１
機
の
Ｉ
Ｓ
が
絡
ん
で
い
た
こ
と
を
、
誰
も
知
ら
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な
い
・
・
・
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

意
見
や
感
想
お
願
い
し
ま
す
。
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オ
リ
ジ
ナ
ル
（
主
人
公
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
専
用
機
）
紹
介
（
前
書
き
）

今
回
は
、
紹
介
で
す
。

で
は
、
ど
う
ぞ
！
！
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オ
リ
ジ
ナ
ル
（
主
人
公
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
専
用
機
）
紹
介

橘
 

一
樹
　
（
た
ち
ば
な
　
か
ず
き
）

コ
ー
ド
ネ
ー
ム
　
〔
ダ
ー
ク
ネ
ス
〕

身
長
　
１
７
０
，
５
ｃ
ｍ

体
重
　
５
７
，
３
ｋ
ｇ

性
別
　
男

趣
味
　
読
書
、
掃
除
、
植
物
の
世
話

好
き
な
食
べ
物
　
お
に
ぎ
り
（
拾
っ
て
く
れ
た
研
究
者
が
最
初
に
食
べ
さ
せ
て

く
れ
た
か
ら
）

嫌
い
な
食
べ
物
　
な
し

眼
の
色
　
黒
⇒
赤
（
Ｉ
Ｓ
に
乗
る
と
両
目
が
変
色
す
る
）
　

髪
の
色
　
黒
、
長
さ
は
短
め
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容
姿
　
一
夏
よ
り
少
し
上

性
格
　
冷
静
沈
着
で
暗
い
が
小
動
物
な
ど
に
は
優
し
い
。
人
嫌
い
。
負
け
ず
嫌

い
。
依
頼
に
は
従
順
。

６
才
の
時
に
両
親
に
捨
て
ら
れ
、
研
究
員
に
拾
わ
れ
、
研
究
所
に
連
れ
て
行
か

れ
る
。
そ
の
研
究
員
が
行
方
不
明
に
な
る
と
同
時
に
肉
体
改
造
さ
れ
る
。
そ
の

結
果
、
身
体
能
力
，
記
憶
能
力
な
ど
が
向
上
し
た
。
そ
の
影
響
か
開
発
実
験
中

の
Ｉ
Ｓ
を
動
か
せ
る
よ
う
に
な
る
。

コ
ー
ド
ネ
ー
ム
は
仕
事
の
時
に
使
う
。

専
用
機
　
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ダ
ー
ク
ネ
ス
』

製
作
、
改
良
者
　
橘
　
一
樹

一
樹
が
最
初
に
動
か
し
た
実
験
機
（
第
２
世
代
最
後
期
相
当
）
を
改
造
、
改
良

し
て
第
４
世
代
相
当
ま
で
進
化
さ
せ
た
。
一
樹
は
ブ
ラ
ッ
キ
ー
と
呼
ぶ
。
色
は

黒
色
、
ワ
ン
オ
フ
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
発
動
時
に
真
紅
の
傷
の
様
な
ラ
イ
ン
が
入
る
。

ア
ー
マ
ー
は
少
な
め
、
攻
撃
と
防
御
が
低
い
代
わ
り
に
機
動
力
が
全
Ｉ
Ｓ
の
中

で
最
高
ラ
ン
ク
。
完
全
ス
テ
ル
ス
機
能
が
あ
る
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
消
費

し
、
し
か
も
相
手
を
攻
撃
す
る
と
解
除
さ
れ
る
。
忍
者
の
様
な
形
を
し
て
い
て
、

非
固
定
浮
遊
部
位
は
マ
ン
ト
の
様
な
感
じ
。

ア
ン
ロ
ッ
ク
・
ユ
ニ
ッ
ト
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待
機
状
態
　
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
タ
イ
プ

戦
闘
ス
タ
イ
ル
　
近
接
格
闘
型

武
器
　
ク
ナ
イ
型
近
接
武
器
×
２

　
　
　
小
太
刀
型
ブ
レ
ー
ド

　
　
　
チ
ャ
フ
内
臓
け
む
り
玉
×
２

ワ
ン
オ
フ
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
『
絶
影
』

ぜ
つ
え
い

一
樹
が
改
造
、
改
良
し
て
い
た
時
に
発
現
し
た
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
。
発
動
す
る
と

防
御
を
捨
て
て
機
動
力
を
跳
ね
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
速
く
て
視
認
で
き

ユ
ニ
ッ
ト

な
く
な
る
為
、
連
携
に
は
向
か
な
い
。
使
用
可
能
時
間
は
１
分
。
そ
れ
以
上
使

う
と
・
・
・
。
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オ
リ
ジ
ナ
ル
（
主
人
公
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
専
用
機
）
紹
介
（
後
書
き
）

と
い
う
感
じ
で
す
。

考
え
て
る
と
頭
が
痛
く
な
る
く
ら
い
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
く
て
苦
戦
し
ま
す
。

で
は
、
意
見
や
感
想
お
願
い
し
ま
す
。

作
者
退
場

・
・
・
・
・
・
・
・

一
樹
「
な
っ
！
な
ぜ
俺
の
デ
ー
タ
が
？
消
し
て
お
こ
う
。
」

ピ
ッ
！
　

一
樹
「
こ
れ
で
よ
し
！
」

・
・
・

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
．
．
．
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第
０
話
　
－
始
ま
り
の
日
－
（
前
書
き
）

や
っ
と
話
が
始
ま
り
そ
う
だ
。

で
は
、
ど
ぞ
～
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第
０
話
　
－
始
ま
り
の
日
－

研
究
所
壊
滅
事
件
か
ら
数
日
。

俺
は
、
あ
る
目
的
の
た
め
に
依
頼
主
の
元
へ
訪
れ
て
い
た
の
だ
が
・
・
・
。

「
散
ら
か
り
放
題
だ
な
・
・
・
。
」

と
、
呟
い
て
い
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

い
ろ
ん
な
機
材
や
ら
よ
く
わ
か
ら
ん
部
品
な
ん
か
が
散
乱
し
て
い
る
部
屋
を
無

ラ
ボ

理
や
り
歩
き
、
依
頼
主
を
探
す
。

「
ん
？
」
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視
界
の
端
で
何
か
が
動
い
た
。
よ
く
見
る
と
う
さ
ぎ
の
耳
の
様
に
見
え
る
が
・
・

・
。

「
あ
ん
た
か
？
今
回
の
仕
事
の
依
頼
主
は
？
」

瓦
礫
の
中
か
ら
う
さ
耳
を
つ
け
た
女
の
人
が
顔
を
出
し
た
。

が
れ
き

「
や
っ
ほ
～
！
私
が
〔
天
才
依
頼
主
〕
の
束
さ
ん
だ
よ
！
」

・
・
・
。

え
～
と
、
天
才
依
頼
主
っ
て
何
？
・
・
・
っ
て
そ
ん
な
こ
と
ど
う
で
も
い
い
の
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だ
が
・
・
・
。

ま
～
な
ん
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
説
明
し
に
く
そ
う
な
人
だ
・
・
・
。

な
ん
と
い
う
か
、
姿
か
ら
し
て
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス

み
た
い
な
感
じ
の
真
っ
青
な
ド
レ
ス
を
着
て
い
て
エ
プ
ロ
ン
と
大
き
な
背
中
の

リ
ボ
ン
が
特
徴
的
な
の
だ
が
・
・
・
。

な
の
に
な
ぜ
か
う
さ
耳
が
付
い
て
い
る
と
い
う
・
・
・
よ
く
分
か
ら
ん
格
好
だ
。

そ
れ
よ
り
も
・
・
・
だ
。

「
報
酬
を
貰
い
に
来
た
ん
だ
が
・
・
・
。
」

「
フ
ッ
フ
ッ
フ
～
。
そ
ー
言
う
と
思
っ
て
ね
・
・
・
ジ
ャ
ッ
ジ
ャ
ー
ン
！
！
！
」
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と
言
う
と
書
類
の
束
が
降
っ
て
き
た
。

「
何
だ
？
こ
れ
は
・
・
・
？
」

「
何
っ
て
言
わ
れ
て
も
～
（
笑
）
報
酬
だ
よ
～
！
・
・
・
っ
と
！
！
」

言
葉
を
言
い
終
わ
る
瞬
間
、
懐
の
ナ
イ
フ
で
切
り
か
か
っ
た
が
か
わ
さ
れ
た
。

ふ
と
こ
ろ

い
や
、
何
か
が
違
う
・
・
・
。

「
も
～
危
な
い
な
ぁ
～
」

と
か
言
い
な
が
ら
結
構
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

「
君
は
、
報
酬
の
旅
立
ち
の
た
め
に
必
要
な
チ
ケ
ッ
ト
を
捨
て
る
つ
も
り
か
い

？
」
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「
君
は
こ
れ
か
ら
Ｉ
Ｓ
学
園
に
入
っ
て
も
ら
う
よ
～
。
じ
ゃ
あ
ね
～
か
ず
く
ん

！
」

手
を
ブ
ン
ブ
ン
振
り
な
が
ら
彼
女
は
言
っ
た
。

「
ま
た
ね
～
！
！
」

言
い
終
わ
る
と
、
束
さ
ん
は
い
な
く
な
っ
て
い
た
・
・
・
。

彼
女
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
、
こ
の
違
和
感
の
正
体
に
き
ず
い
た
。

「
チ
ッ
、
立
体
映
像
か
・
・
・
。
つ
ー
か
か
ず
く
ん
て
何
な
ん
だ
よ
・
・
・
。
」

ホ
ロ
グ
ラ
ム
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こ
う
し
て
敗
北
感
と
と
も
に
俺
の
、
い
や
橘
 

一
樹
と
し
て
の
新
し
い
生
活
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。
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第
０
話
　
－
始
ま
り
の
日
－
（
後
書
き
）

次
か
ら
や
っ
と
原
作
に
入
れ
そ
う
だ
。

こ
れ
か
ら
頑
張
ら
な
い
と
・
・
・
。

で
は
、
意
見
や
感
想
お
願
い
し
ま
す
。
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第
１
話
 

－
新
た
な
る
場
所
－
（
前
書
き
）

よ
う
や
く
原
作
の
１
巻
に
入
れ
る
？
か
な
。
で
も
、
最
初
の
方
は
飛
ば
し
ま
す
。

あ
と
原
作
に
入
っ
て
く
る
の
で
少
し
長
め
で
す
。

あ
と
作
者
は
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
ー
ぞ
～
。
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第
１
話
 

－
新
た
な
る
場
所
－

あ
れ
か
ら
３
日
後
・
・
・

と
こ
ろ
変
わ
っ
て
コ
コ
は
Ｉ
Ｓ
学
園
。

Ｉ
Ｓ
学
園
の
教
師
、
織
斑
千
冬
は
い
ろ
い
ろ
と
心
配
し
て
い
た
。

何
が
心
配
か
っ
て
？
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
一
ｋ
［
ゴ
ス
ッ
］
ガ
ハ
ッ
！
！
・
・
・

す
い
ま
せ
ん
で
し
た
・
・
・
。

「
ふ
っ
、
分
か
れ
ば
い
い
。
」

と
、
そ
こ
に

「
何
が
で
す
か
？
」
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と
声
を
掛
け
て
き
た
の
は
、
千
冬
の
ク
ラ
ス
の
副
担
任
の
山
田
真
耶
。

「
ん
？
い
や
、
な
ん
で
も
な
い
か
ら
仕
事
に
戻
っ
て
く
れ
て
い
い
。
」

「
そ
う
で
す
か
？
で
は
。
」

そ
う
言
う
と
、
山
田
く
ん
は
仕
事
に
戻
っ
た
。

『
だ
が
、
一
夏
の
こ
と
が
心
配
な
の
は
本
当
だ
。
』

『
あ
い
つ
と
、
オ
ル
コ
ッ
ト
が
対
決
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
・
・
・
な
。
』

『
そ
れ
に
橘
一
樹
・
・
・
こ
い
つ
は
一
体
何
者
だ
？
』

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
送
ら
れ
て
き
た
書
類
を
眺
め
て
い
る
と
、
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ヴ
～
ン
ヴ
～
ン

電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
。
千
冬
は
、
電
話
に
出
る
た
め
に
し
ぶ
し
ぶ
席
を
外
し

た
。

場
所
を
移
し
、
電
話
に
出
る
。

「
は
い
。
織
斑
ｄ
」

｛
も
す
も
す
終
日
～
！
！
皆
の
ア
イ
ｄ
｝

ひ
ね
も
す

ピ
ッ
！
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て
か
、
ち
ょ
っ
と
ち
ょ
っ
と
！
電
話
は
い
き
な
り
切
る
も
ん
じ
ゃ
ｎ
［
ゴ
ス
ッ

］
ぶ
ふ
っ
！

「
う
る
さ
い
。
な
～
に
心
配
し
な
く
て
も
す
ぐ
に
・
・
・
、
」

ヴ
～
ン
ヴ
～
ン

「
掛
か
っ
て
く
る
。
」

と
言
い
、
不
敵
な
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
電
話
に
出
る
・
・
・
。

「
で
、
何
だ
？
束
。
」

｛
も
～
！
ひ
ど
い
よ
ち
～
ち
ゃ
ん
！
！
い
き
な
り
電
話
切
っ
た
り
し
て
～
！
束

さ
ん
は
悲
し
い
よ
～
。
｝
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「
用
件
は
な
・
ん
・
だ
？
」

ち
ょ
千
冬
さ
ん
。
ち
ょ
っ
と
、
こ
ｗ
［
ギ
ロ
リ
］
い
え
、
何
で
も
な
い
で
す
。

｛
も
～
、
ま
っ
い
い
や
！
で
ね
～
、
用
件
と
い
う
の
は
ね
～
。
じ
つ
は
～
―
―

―
。
｝

あ
れ
？
お
か
し
い
な
。
聞
こ
え
な
い
・
・
・
。
く
そ
っ
！
お
約
束
か
？
お
約
束

な
の
か
！
？

「
何
？
そ
れ
は
本
当
か
？
そ
れ
が
本
当
な
ら
大
変
だ
ぞ
。
」

｛
そ
～
な
ん
だ
よ
ね
～
！
ま
ぁ
、
も
う
す
ぐ
着
く
と
思
う
か
ら
ね
。
後
は
よ
ろ

し
く
～
！
！
｝

「
何
？
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
ｔ
」

プ
ツ
ッ
、
プ
ー
プ
ー
プ
ー
・
・
・
。
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「
チ
ッ
、
切
れ
た
か
。
だ
が
、
そ
ん
な
奴
が
学
園
に
来
る
と
は
な
・
・
・
。
」

コ
コ

そ
れ
は
一
大
事
だ
。
そ
う
思
い
、
千
冬
は
職
員
室
に
戻
ろ
う
と
す
る
。
だ
が
、

「
あ
な
た
が
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
で
す
か
？
」

と
、
見
知
ら
ぬ
男
子
生
徒
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

「
ッ
―
―
―
！
！
」

「
あ
れ
？
そ
ん
な
に
驚
か
な
く
て
い
い
の
に
・
・
・
。
」

「
あ
っ
、
い
や
す
ま
ん
。
考
え
事
を
し
て
い
た
の
で
な
。
」

『
だ
が
考
え
事
を
し
て
い
た
に
せ
よ
、
さ
っ
き
ま
で
人
の
気
配
が
な
か
っ
た
・
・

・
。
や
は
り
、
コ
イ
ツ
が
』

「
え
え
、
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
　
ダ
ー
ク
ネ
ス
。
今
は
、
橘
一
樹
で
す
。
」
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「
ッ
―
―
―
！
！
！
」

今
度
は
考
え
を
読
ま
れ
、
さ
ら
に
驚
く
千
冬
。

「
ま
ぁ
、
僕
の
詳
細
な
こ
と
は
他
に
は
秘
密
で
お
願
い
し
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

と
言
い
、
一
礼
す
る
。

「
あ
あ
、
よ
ろ
し
く
。
」

こ
う
し
て
、
一
樹
の
部
屋
を
用
意
し
た
り
と
千
冬
に
と
っ
て
こ
の
日
は
色
々
忙

し
い
日
と
な
っ
た
・
・
・
。
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・
・
・
・
・
・
・
・

翌
日

「
え
～
と
、
今
日
は
な
ん
と
転
校
生
を
紹
介
し
ま
す
。
」

と
、
山
田
先
生
が
言
っ
た
途
端
に
教
室
が
ざ
わ
め
き
出
す
。

「
で
は
、
ど
う
ぞ
入
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
」

教
室
の
皆
が
息
を
の
む
音
が
す
る
・
・
・
。
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そ
ん
な
中
、
織
斑
一
夏
は
、

『
転
校
生
か
、
微
妙
な
時
期
に
来
た
な
・
・
・
。
い
や
、
今
は
決
闘
の
事
に
集

中
だ
。
』

と
、
考
え
て
い
た
。

そ
う
、
今
日
は
一
夏
と
セ
シ
リ
ア
が
対
決
す
る
日
だ
。
一
夏
に
は
そ
ん
な
事
を

気
に
し
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
。

だ
が
、
そ
の
転
校
生
の
姿
を
見
て
皆
が
驚
愕
す
る
こ
と
に
な
る
。

理
由
は
簡
単
だ
！

そ
の
転
校
生
が
男
子
・
・
・
Ｉ
Ｓ
学
園
二
人
目
の
男
子
生
徒
だ
っ
た
か
ら
だ
。
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第
１
話
 

－
新
た
な
る
場
所
－
（
後
書
き
）

今
回
は
ほ
ぼ
千
冬
目
線
で
進
め
て
み
ま
し
た
。

な
か
な
か
話
が
進
ま
な
い
・
・
・
。
て
か
、
話
が
や
っ
と
１
巻
と
繋
が
っ
た

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
よ
！

で
は
、
意
見
や
感
想
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

暗闇の中からの脱出-太陽と月の物語-
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Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n2035s/

